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体
育
の
日
に
ハ
ッ
ス
ル

壮
年
ソ
フ
ト
・
婦
人
レ
ク
バ
レ
ー
大
会

誹
劇
誰
脚
1
1
．

蜘
冊
肌
腑

十
月
十
二
日
、
体
育
の
日
の
行
事
と

し
て
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
婦
人
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
二

つ
の
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

バ
レ
ー
は
、
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

と
水
巻
中
体
育
館
に
百
八
十
人
を
集
め

て
行
な
わ
れ
、
入
江
興
産
Ｂ
チ
ー
ム
が

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
あ
い
に

く
と
一
日
中
雨
に
た
た
ら
れ
ま
し
た

が
、
惑
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
も
か
か

わ
ら
ず
十
三
チ
ー
ム
二
百
人
が
参
加
し

て
、
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
ま
し
た

が
、
実
力
に
も
の
を
い
わ
せ
て
下
二
チ

ー
ム
が
猪
熊
を
破
り
優
勝
し
ま
し
だ
。

（
水
巻
申
体
育
館
で
入
江
興
産

Ｂ
対
頃
末
が
決
勝
戦
を
行
う
）

最
近
の
交
通
事
故
は
多
少
減
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
老
人
の
事
故
は
逆

に
増
え
て
い
て
、
交
通
事
故
の
中
で

も
高
い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
と
老
人
福
祉
の

立
場
か
ら
、
町
で
は
六
十
五
歳
以
上

の
か
た
の
「
交
通
災
害
共
済
掛
金
」

を
全
額
町
費
で
負
担
す
る
制
度
を
、
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昨
年
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
制

度
と
は
、
北
九
州
市

と
近
隣
市
町
で
行
な

っ
て
い
る
共
済
制
度

で
、
不
幸
に
し
て
交

通
事
故
に
あ
っ
た
人

に
、
そ
の
け
が
な
ど

の
程
度
に
よ
っ
て
一

万
円
か
ら
六
十
万
円

ま
で
の
見
舞
金
を
お

く
る
も
の
で
、
関
係

市
町
内
居
住
者
な
ら

ど
な
た
で
も
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「
老
人
交
通
共
済

掛
金
支
給
制
度
」

は
、
こ
の
交
通
共
済

制
度
に
六
十
五
歳
以

上
の
か
た
は
全
員
加

睦抽躇避
ト「い日日4Ｉ子11

入
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
掛
金
は
町
が
負
担
す
る
制
度
で

す
。加

入
に
は
申
請
が
必
要

こ
の
老
人
共
済
掛
金
の
支
給
を
受

け
る
方
法
、
資
格
は
次
の
と
お
り
で

す
。
該
当
者
は
随
時
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
町
が
掛
金
を
負
担
す
る
資
格
条

件①
水
巻
町
民
で
水
巻
町
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

㊥
六
十
五
歳
以
上
の
者

㊥
掛
金
支
給
申
請
書
を
提
出
し
て

い
る
者

二
、
掛
金
支
給
申
請
の
方
法

①
申
込
先
　
役
場

65歳になれば．役場で手続きを

住
民
相
談
室
（
申

請
用
紙
は
用
意
し

て
い
ま
す
）
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

⑧
申
込
期
日

六
十
五
歳
の
誕

生
日
一
ケ
月
前
か

ら
受
付
け
ま
す
。

該
当
き
れ
る
か
た

は
随
時
申
込
み
く

だ
さ
い
。

契
約
の
継
続
期

間
は
一
年
で
す
が

一
度
申
請
を
し
た

か
た
は
、
転
出
な

ど
で
資
格
が
な
く

な
る
ま
で
町
で
自

動
的
に
継
続
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
に
あ
え
ば
役

場
に
連
絡
を

老
人
交
通
共
済
は
、
新
規
契
約
の

か
た
に
は
契
約
書
を
お
渡
し
し
て
い

ま
す
が
、
一
年
後
に
更
新
を
さ
れ
た

か
た
に
は
、
町
で
自
動
的
に
事
務
を

進
め
る
た
め
本
人
に
契
約
書
を
渡
し

ま
せ
ん
。
万
一
事
故
に
あ
わ
れ
た
か

た
は
、
役
場
住
民
相
談
室
に
こ
連
絡

く
だ
さ
い
。
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国
は
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
き
れ
い
な
選
挙
を
目
指
し
て

改
正
さ
れ
た
も
の
で
、
中
で
も
衆
議
院
議
員
の
選
挙
区
別
定
数

の
不
均
衡
是
正
と
、
国
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
営
の

大
幅
拡
充
な
ど
を
中
心
に
、
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
五
十
年
七
月
十
五
日
に
公
布
さ
れ
、
十
月
十

四
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

福
岡
県
警
察
官
の
募
集

政
治
活
動
用
文
書

図
画
の
掲
示
制
限

①
　
候
補
者
や
後
援
団
体
な
ど
が
、
政

治
活
動
の
た
め
使
用
す
る
文
書
図
画

の
う
ち
、
立
候
補
予
定
者
や
、
現
に

公
職
に
あ
る
者
や
後
援
団
体
の
名
称

を
表
一
ボ
し
た
ポ
ス
タ
ー
で
、
ベ
ニ
ヤ

板
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
な
ど
で
裏
う

ち
し
た
も
の
は
、
掲
示
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

㊥
　
ま
た
、
○
○
後
援
会
事
務
所
、
○

野
×
夫
連
絡
所
な
ど
と
い
う
立
札
、

看
板
に
つ
い
て
も
一
定
数
以
上
は
、

掲
示
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
看
板
類
は
、
た
て
百
五
十
㌢

㍍
、
よ
こ
四
十
㌢
㍍
の
大
き
さ
を
こ

え
て
は
な
ら
ず
、
看
板
に
は
選
挙
管

理
委
員
会
が
交
付
す
る
証
票
（
ス
テ

ッ
カ
ー
）
を
貼
付
し
て
い
な
い
も
の

は
掲
示
で
き
ま
せ
ん
。

候
補
者
・
議
員
な

ど
の
寄
付
の
禁
止

候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
、
現
に
公

職
に
あ
る
者
は
、
選
挙
に
関
す
る
と
否

と
を
問
わ
ず
そ
の
選
挙
区
内
の
者
（
親

族
に
対
し
て
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に

は
、
寄
付
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

（

こ
の
寄
付
の
禁
止
の
中
に
は
次
の
こ

と
も
含
ま
れ
ま
す
。

。
お
中
元
や
お
歳
暮
を
贈
る
こ
と

。
祭
り
の
と
き
に
金
銭
を
寄
付
し
た

り
、
酒
を
贈
る
こ
と

。
開
店
祝
い
や
落
成
式
な
ど
に
花
輪

を
贈
る
こ
と

。
結
婚
、
出
産
、
入
学
、
就
職
な
ど

の
さ
い
に
、
金
銭
や
品
物
を
贈
る
こ

と
。
葬
式
の
と
き
に
香
典
や
花
輪
・
供

物
な
ど
を
贈
る
こ
と

ま
た
、
有
権
者
も
議
員
や
候
補
者
な

ど
に
、
こ
の
よ
う
な
寄
付
を
ね
だ
っ
た

り
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛　の　献　血

あな　た　自　身のため　に　も

○　献血の日時　11月13日10時～16時

○　場　　　所　　水巻町民会館前

○　主　　　催　　水巻町社会福祉協議会

◇
試
験
期
日
　
1
0
月
2
6
日

◇
試
験
場
所

福
岡
市
…
…
香
椎
高
等
学
校
・
城
南

高
等
学
校

北
九
州
市
…
小
倉
高
等
学
校

飯
塚
市
…
…
嘉
穂
高
等
学
校

久
留
米
市
＝
・
明
善
高
等
学
校

（
大
学
卒
業
者
は
、
す
べ
て
香
椎
高

等
学
校
で
行
な
い
ま
す
。
）

◇
受
験
資
格
　
昭
和
二
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
一
二
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
れ
た
男
子

◇

受

付

期

間

　

9

月

1

6

日

～

1

0

月

1

5

日

◇
申
込
み
及
び
問
合
せ
先

・
福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
験
係

（

魯

0

9

2

・

7

4

1

・

2

2

3

1

）

・
福
岡
県
下
の
各
警
察
署
ま
た
は
派
出

所
・
駐
在
所

≡

≡

≡

≡
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≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

一

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

一

≡

≡
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≡

≡

≡

≡

≡

墓
地
の
管
理
は
十
分
に

危
険
な
場
所
が
あ
れ
ば
役
場
へ

准
看
護
婦
学
生
募
集

先
ご
ろ
町
内
の
墓
地
で
墓
碑
が
倒

れ
、
子
ど
も
が
亡
く
な
る
と
い
う
事
故

が
起
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
二
度
と
起
さ
な

い
た
め
に
も
、
墓
地
を
所
有
の
か
た
、

ま
た
墓
地
を
管
理
さ
れ
て
い
る
か
た
は

十
分
な
管
理
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。な

お
、
墓
碑
が
傾
く
な
ど
危
険
な
場

所
を
発
見
し
た
か
た
は
、
役
場
衛
生
係

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

墓
地
・
納
骨
堂
の
所
有
者
は

所
在
地
の
届
け
出
を

水
巻
町
内
で
、
墓
地
及
び
納
骨
堂

（
個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
）
管
理
さ
れ

て
い
る
方
は
、
管
理
者
の
本
籍
、
任

所
、
氏
名
、
墓
地
ま
た
は
納
骨
堂
の
所

在
地
を
役
場
衛
生
係
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
管
理
者
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
に
も
届
け
出
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

ｒ

遠
賀
中
間
師
会
准
看
護
学
院
で
は
准

看
護
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
人
員
　
4
0
名

◇
教
育
期
間
　
2
年

◇
入
学
資
格
　
中
卒
・
高
率
、
そ
れ
と

同
等
以
上
の
資
格
の
あ
る
者

◇
願
書
受
付
　
5
0
年
1
2
月
1
日
～
5
1
年

2
月
1
1
日
ま
で

◇
入
学
試
験
　
5
1
年
2
月
1
2
・
1
3
日

◇
申
込
み
と
問
合
せ
先

遠
賀
中
間
医
師
会
准
看
護
学
院

（

晋

6

9

1

・

3

4

6

3

）
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通
知
状
の
届
か
な
い
か
た
は

教
育
委
員
会
に
連
絡
く
だ
さ
い

（3）広固定遜

町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春
（
昭
和

五
十
一
年
度
）
の
小
学
校
入
学
予
定
者

（
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

四
十
五
年
四
月
一
日
生
れ
の
者
）
を
把

録
す
る
た
め
、
住
民
票
に
よ
っ
て
名
簿

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

来
春
入
学
の
予
定
で
あ
り
な
が
ら
、

次
の
名
簿
に
名
前
の
載
っ
て
い
な
い
方

は
、
町
教
育
委
員
会
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。な

お
、
こ
の
小
学
校
入
学
予
定
者
の

身
体
検
査
を
十
月
二
十
八
日
（
伊
左
座

・
吉
田
小
学
校
区
）
・
三
十
日
（
頃
末

・
机
・
猪
熊
小
学
校
区
）
、
十
三
時
か

ら
町
民
会
館
で
行
な
い
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
か
た
も

こ
の
日
に
受
け
つ
け
ま
す
の
で
、
も
れ

な
く
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
酷
い
し
ま

す
。

伊
左
座
小
学
校
（
六
五
名
）

堀
留
直
哉
　
土
井
真
理
子
　
入
江
裕

治
　
滝
口
順
子
　
山
本
呂
司
　
真
崎
清

美
　
永
沼
昇
　
宮
野
朝
子
　
田
代
佳
子

濱
田
直
樹
′
浦
川
嘉
寛
．
東
角
千
夏

草
野
憲
一
横
川
純
一
小
野
晶
子

川
内
潤
二
　
原
　
耕
治
．
植
山
芳
枝

井
上
和
紀
　
若
林
俊
郎
　
大
伏
恵
子

冨
純
子
　
松
村
美
弥
　
西
田
久
美
子

松
井
寿
子
　
内
野
英
樹
　
力
丸
新
二

後
藤
淳
一
荻
谷
哲
一
片
山
菜
恵
子

小
林
孝
弘
　
高
城
美
知
代
　
野
口
悟

吉
田
真
情
　
長
尾
美
由
紀
　
吉
本
真
理

子
　
長
尾
剛
　
安
部
綾
子
　
太
田
恵
美

中
原
浩
二
　
船
津
八
起
　
船
津
知
任

喜
多
村
基
子
　
喜
多
村
由
理
　
宮
本
徹

島
崎
法
正
　
原
口
直
志
　
木
松
昌
幸

栗
田
早
苗
　
豊
渾
賢
俊
　
船
律
裕
史

馬
場
博
美
　
孫
裕
次
　
塘
添
枝
美
　
小

野
敏
乃
　
清
水
美
穂
　
疋
田
剛
一
山

本
修
　
中
野
博
人
　
中
島
由
加
理
　
構

松
真
紀
子
　
松
尾
弘
志
　
依
田
百
合
枝

小
代
久
美
　
松
崎
学

吉
田
小
学
校
（
九
二
名
）

佐
藤
晃
子
　
新
藤
真
由
美
　
津
田
裕

子
　
橋
本
思
　
岡
田
新
志
　
緒
方
謙
二

光
富
圭
二
　
森
綾
子
　
崎
田
孝
信
　
小

田
英
信
　
山
田
暗
ｌ
司
　
内
田
廉
隆
　
高

橋
志
信
　
西
隣
忠
興
　
五
島
祥
暗
　
趨

正
道
　
兼
田
奈
美
　
岡
秀
俊
　
服
部
圭

子
　
仰
木
文
柄
　
井
上
寿
夫
　
木
山
圭

子
　
角
美
佐
恵
　
白
石
字
範
　
深
町
義

和
　
高
村
信
一
坂
井
新
也
　
金
美
智

子
　
越
智
紀
子
　
岡
田
親
宰
　
松
永
喜

美
子
　
白
石
雅
子
　
塚
原
良
二
　
藤
崎

か
よ
子
　
入
義
教
　
松
山
敏
子
　
川
原

康
隆
　
原
田
亜
由
美
　
松
井
美
佳
　
碓

井
誠
　
安
美
香
　
韓
末
子
　
平
田
純
子

梁
利
絵
　
柄
引
優
子
　
関
本
優
子
　
井

上
博
之
　
藤
田
真
二
　
米
倉
香
　
小
田

浩
二
郎
　
本
田
健
二
　
西
津
花
奈
　
山

内
由
紀
　
小
林
正
弘
　
鬼
木
幸
枝
　
豊

津
健
二
　
小
原
栄
次
　
三
好
志
津
子

甘
水
久
子
　
古
賀
義
和
　
渕
上
直
子

末
吉
明
美
　
山
本
胴
門
美
　
植
松
博
之

中
山
光
記
　
安
田
徳
彦
　
川
原
ひ
と
み

村
上
栄
治
　
今
別
府
博
史
　
屋
富
つ
る

え
　
永
石
昌
也
　
山
崎
由
理
子
　
藤
本

佐
代
子
　
長
野
由
紀
美
　
小
枝
亜
矢

豊
田
和
浩
　
松
永
久
子
　
田
平
幸
恵

野
口
義
人
　
官
甲
氷
健
一
山
下
勝
　
桜

井
弘
幸
　
原
麻
子
　
山
上
浩
明
　
小
松

「

田
清
志
　
高
田
勝
　
安
部
浩
幸
　
関
屋

智
任
　
窪
田
淳
　
北
里
賢
一
郎
　
池
田

正
美
　
富
田
栄
二

頃
末
小
学
校
（
六
九
名
）

山
田
純
子
　
鴇
田
明
美
　
成
田
晋
一

北
野
智
美
　
鷹
取
洋
祐
　
鴛
海
基
祐

入
船
真
由
美
　
横
川
武
志
　
森
誠
司

二
村
容
子
　
梁
原
亜
希
子
　
岩
下
雄
一

宮
司
亮
　
山
本
桂
　
梅
田
博
美
　
白
石

こ
ず
え
　
馬
場
の
び
子
　
花
崎
健
一

和
田
伸
治
　
渡
遽
珠
美
　
森
田
将
夫

池
永
和
朗
　
山
本
智
之
　
前
田
か
お
り

石
松
雅
子
　
行
正
尚
子
　
渡
追
英
樹

柳
直
哉
　
土
佐
や
よ
い
　
渡
連
嘉
人

波
連
武
史
　
局
小
百
合
　
田
中
寛
佳

粟
川
聖
近
　
有
用
隆
一
野
口
奈
己

遠
坂
拓
　
藤
山
太
一
安
恒
睦
美
　
本

田
祐
一
田
中
美
佐
子
　
近
藤
文
郁

屋
祢
佐
利
昭
　
浮
邑
敏
光
　
韓
洋
子

蓑
田
実
　
畑
中
一
人
　
安
部
美
穂
　
瀬

戸
加
奈
子
　
木
曽
博
子
　
平
島
祥
弘

山
之
内
郁
子
　
小
寺
こ
ず
え
　
本
田
健

一
小
剖
剛
　
小
椋
利
男
　
汐
川
和
憲

石
松
忍
　
平
山
降
　
山
本
亮
介
　
田
中

敏
弘
　
中
村
昌
弘
　
安
元
次
祥
　
案
西

置
明
　
渡
遵
里
美
　
小
森
久
子
　
平
岡

也
寸
志
　
片
岡
由
加
利
　
脇
井
和
正

大
原
貴
子
　
中
村
小
夜
子
　
福
山
康
子

帆
小
学
校
（
三
〇
名
）

柴
田
恵
志
　
岡
垣
養
　
大
田
直
輝

坂
本
泰
一
郎

竹
之
内
恵

相
澤
恵
子

本
庄
秀
次

岡
田
康
成

村
本
武
司

清
水
宏
明

井
恒
　
春
田

勝
　
武
下
宿

酉
任
朋
子

大
矢
勝
浩
　
室
谷
晴
久

浮
連
大
輔
　
川
本
知
美

立
中
泰
一
猿
渡
知
美

西
住
祐
子
　
酉
住
朋
子

吉
原
美
保
子
　
上
野
貴
美

大
白
田
し
の
ぶ
　
田
辺
恵
美

中
日
政
和
　
場
内
悟
　
吉

迅
　
安
部
知
美
　
桐
山

大
川
広
美
　
山
田
聖
悟

猪
熊
小
学
校
（
六
四
名
）

福
山
寛
治
　
有
田
安
彦
　
文
政
弘

季
健
二
　
白
石
章
治
　
桃
本
克
美
　
岡

村
貴
子
　
福
丸
清
美
　
仲
間
正
美
　
近

藤
一
彦
　
柳
武
由
紀
子
　
喜
田
光
子

船
津
明
代
　
平
田
裕
子
　
真
野
由
美

あ
な
た
も
緑
の
山
野
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

11月9日に

会大ＬＯ

あ
な
た
も
、

緑
の
山
野
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん

か
。十

一
月
九
日

日
曜
日
に
、
水

巻
町
と
町
青
年

団
体
協
議
会
の

主
催
で
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
き
ま

す
。オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
地

図
と
磁
石
を
用
い
て
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
探
し
、
目
的
地
に
ゴ
ー
ル
す

る
速
さ
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
、
現
在

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
の
競
技
が
盛
ん

に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
大
会
は
・
古
賀
・
机
・
猪

熊
の
緑
地
帯
に
コ
ー
ス
を
設
け
て
行

な
わ
れ
ま
す
。

◎
日
時
　
1
1
月
9
日
（
雨
天
噸
延
）

◎
場
所
　
水
巻
町
内
（
頃
未
・
机
・

古
賀
・
猪
熊
）

◎
集
合
　
8
時
3
0
分
か
ら
9
時
ま
で

水
巻
中
学
校
体
育
館
前
で
受
付
骨

◎
持
参
す
る
も
の

筆
記
用
具
（
赤
と
黒
の
ボ
ー
ル
ペ

ン
）

当
日
は
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
せ
　
町
教
育
委
員
会
（
魯

6
9
1
・
0
4
0
3
）

吉
田
清
美
　
李
勝
噸

好
賢
治
　
大
場
康
寛

場
武
　
原
田
拓
治

忍
　
守
武
由
美
子

義
邦
　
中
村
千
秋

部
芳
子
　
永
松
愛

竺
廣
律
文
　
三

竹
内
通
隆
　
大

栗
原
睦
美
　
井
出

岩
根
知
樹
　
田
村

樋
口
真
由
美
　
行

原
田
祐
二
　
田
中

恵
　
貞
末
和
弘

子
　
高
宮
徹

仲
野
知
子

中
村
比
奈
子

茅
野
和
美

竹
内
久
世

永
井
文
子

小
島
綱
喜

荒
木
あ
づ
み

江
東
道
治

末
次
恵
美
　
深
野
洋

平
井
文
枝
　
岩
崎
厨
子

相
島
敏
行

秋
吉
伸
洋

永
島
秋
男

重
富
敬
次
郎

池
田
英
寿

山
本
哲
生

中
野
幸
子

高
山
広
昭

伊
藤
め
ぐ
み

深
谷
正
子

田
中
雄
一

竹
上
健
一

粟
屋
由
枝

河
合
喜
三

安
永
紀
明

安
藤
聡



酬刷榔昭和50年10月25日酬冊細冊冊刷冊冊日用ⅢⅢ冊広鞠占肪柑持要旨（4）

税
を
知
る
週
間

1

・

1

月

1

1

日

～

1

7

日

国
は
、
国
民
の
幸
福
と
繁
栄
の
た
め

に
幅
広
い
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
こ
の
よ
う
な
国
の
活
動
の
大
切

な
財
源
と
な
り
ま
す
。

国
税
庁
で
は
、
住
民
の
生
活
に
深
い

か
か
わ
り
あ
い
を
も
っ
て
い
る
税
金
の

し
く
み
に
つ
い
て
、
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
十
一
月
十
一
日
か
ら

十
七
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と

し
て
、
税
務
行
政
の
現
状
や
納
税
者
に

有
利
な
税
の
取
扱
い
な
ど
の
お
知
ら
せ

を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
週
間
に
ち
な
ん
で
若
松
税
務
署

で
は
、
税
に
関
す
る
知
識
の
普
及
の
た

め
、
次
の
よ
う
な
講
演
会
や
座
談
会
な

ど
の
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
参
加
と
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

納
期

町
県
民
税

1

0
月
3
1
日

国
民
健
康
保
検
税

1

0
月
3
1
日

1

1

月

　

の

心
配
ご
と
相
談

十
一
月
の
心
離
ご
と
相
談
日
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
1
1
月
1
0
・
1
7
・
2
7
日
、
い
ず

れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分
ま
で

◇
場
所
　
町
民
会
館

狩
猟
看
護
習
会

◇
期
日
　
1
0
月
3
0
・
3
1
日
　
9
時
～
1
7

時

◇
場
所
　
粕
屋
中
部
農
業
協
同
組
合
（

由
良
郡
粕
屋
町
大
字
太
陰
盟
の
前
）

◇
受
講
資
格

福
岡
県
内
に
任
所
を
有
す
る
者

◇
申
込
方
法

講
習
会
開
催
日
の
十
日
前
ま
で
に

「税を知る週間」行事予定

月 日 時 、間
ｔ

行　　　　　　　 事 実　施 ・場　所

11 11
14 ：00－一＋＋ｊ

16 ：00 Ｉ納税表彰式 若松税務署会議室

12
13：00－

15 ：00
税の研修会 若松信用金庫

13
13：00－ 優良法人の表敬状贈呈式及び

若松税務署会議式
14：31） 座談会

14：30－ 中学生の署内見学及び租税教
〝1日 Ｏｌ畢

18 ：00一・一

20 ：00
税を知る座談会 水巻町商工会

14
9 ：30～ 優良納税者の表敬状析呈式及

若松税務署会議事
11：00 び座談会 ．

12：50－

13：20
軋税標語入選作の表彰 ”　署長宰

14 ：00～

16 ：00
「料を知る週間」記念請演会 明鏡ビル

15
14：00～

17：00
租税弁論大会 小倉毎日ホール

16
9 ：00～　 「税を知る週聞」レクリェ∵

防府市松田農園
17：00 ション

Ｌ

13：00′－

15：00
婦人との座談会 若松区婦人公民館

】11－・

17

13：00－

16 ：00 ノ・税の柚該 コーナー

若松区丸柏デパー

ト

申
込
書
（
各
農
林
事
務
所
に
あ
り
ま

す
）
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、
写

真
を
の
り
づ
け
し
、
受
講
手
数
料

（
甲
種
狩
猟
免
許
者
千
五
百
円
、
乙

・
丙
糧
は
二
千
円
、
い
ず
れ
も
福
岡

県
領
収
証
紙
に
よ
る
こ
と
）
を
添
え

て
居
住
地
の
所
管
農
林
事
務
所
に
申

し
込
む
こ
と
。

な
お
、
講
習
会
当
日
の
受
講
申
込

み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
、
講
習
会
当
日
は
印
鑑
及
び

筆
記
具
を
持
参
し
だ
さ
い
。

福
岡
身
体
障
害
者

職
業
訓
練
生
募
集

◇
募
集
人
員
　
洋
服
科
（
2
0
人
）
、
洋

裁
科
（
2
5
人
）
、
軽
印
刷
料
（
3
0

人
）
、
義
肢
装
具
科
（
1
0
人
）
、
印

章
彫
刻
科
（
1
5
人
）
、
一
般
事
務
科

（
2
0
人
）
理
容
科
（
3
0
人
）

◇
革
鍵
期
間
　
5
0
年
1
1
月
1
日
～
5
1
年

1

月

1

6

日

り
捏
出
書
類
　
所
定
の
入
校
轍
香
、
健

康
診
断
香
、
写
真
を
所
轄
の
公
共
職

業
安
定
所
に
握
出

く
わ
、
し
い
こ
と
は
訓
練
校
（
宙
9
2

1

，

2

6

0

0

）

　

へ

。

水道修理の申込みは

水巻町管工事組合へ

審　601・8883

町内の水遺修理は「管工事組合で行ないます。各家庭で水道

修理をしなければならないときは、直接「管工事組合」にお礪

話を－。

“
－
Ｉ
Ｈ
Ｈ
＝
。
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｌ
Ｉ
“
川
〓
ｎ
Ｈ
ｌ
－
月
日
“
Ｈ
＝
日
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
け
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
は
Ｈ
ｈ
ｕ

－

「

ｌ

訂

　

正

1

1

1

1
0
月
1
0
円
号
の
用
途
地
域
一
部
変
更

の
縦
覧
の
中
で
、
「
町
で
は
、
梅
ノ
木

区
の
一
部
と
宮
田
ノ
一
の
一
部
を
変
更

し
た
た
め
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
が
、

「
梅
ノ
木
区
の
一
部
と
吉
相
ノ
一
の
一

部
の
用
途
を
変
更
し
セ
い
た
め
」
の
間

違
い
で
し
た
。
訂
適
す
る
と
と
も
に
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

」
九
Ｕ
ｒ
　
　
、

日　曜　在　宅　医

10月26日　村田　医院　内・児科　頃　未　691・0745

11月2日　永松　医院　耳鼻租　頃　未　691．0386

9日　一一日村　医院　内・児科　下　二　691・5820

11月10日　森田　医院　内・児科　樋　Ｕ　691・0616

診察時間は9時から17時、原則として往診はいたしませ
ん。


